
 
 

  

 
 

シリーズ最終回の今回は、GSユアサ東北支社の塚本竜二支社長にお話を伺いました。

社会インフラを止めないための蓄電池 
編集部：GSユアサ東北支社さんのお取引先は主にどんなお

客様ですか？ 

塚本：電力会社や通信会社、交通機関、それに道路や上下水

道の設備など、社会インフラを担当する会社や地方公共機関、

あとはビル、病院、工場設備などでしょうか。 

編集部：暮らしのうえで、重要な役割を担っている会社さん

が多いんですね。 

塚本：そうですね。GSユアサは自動車電池のイメージが強

いと思うんですが、当社は電源装置などを扱っています。身

近な例でお話しますと、下水道の場合は各家庭から集められ

た下水に色々な処理をして川や海に流すんですが、処理をす

る工程で電気を使うんですよね。これがもしストップしてし

まうと処理ができなくなって、場合によっては汚水があふれ

たりするので、必ず電源をバックアップする必要があります。

非常時の電気の供給には発電機という方法がありますが、病

院などのように無瞬断を求められる設備が多いため、蓄電池

に電気を蓄えて電気品が停止しないように置いておくんです。 

編集部：大事なシステムほど蓄電池が必要なんですね。 

塚本：必要だからあるんです。ただ、一般の方には、それに

なかなか気づいてもらえませんが。 

編集部：出番がないまま更新時期を迎えることも？ 

塚本：はい、なにか起こったときでないと、重要性を知る機

会がないのですが、お客様にはその期間の保障をご購入いた

だいた、ということでご理解いただけたら、と思っています。

生命保険みたいなものですね。 

編集部：なるほど、わかりやすい表現ですね。更新の依頼は

お客様のほうから？ 

塚本：そういうこともありますし、お客様がお困りになって

連絡をいただくこともあります。 

編集部：必要な時に機能しないと大変ですよね。 

塚本：そうなんです。金融系のお客様には、データ処理の電

源バックアップとして非常に大きな電池を収めているんです

が、トラブルになってしまったときに寿命期を過ぎていたら

大きな損失になりますし、担当の方も重い責任を問われるの

で、必ず更新していただきたいです。例えば、東京証券取引

所の電源がストップしてしまうと売買ができなくなってしま

いますので、非常に大きな問題になることが想像できると思

います。 

市場の変化に合わせたご提案を 
編集部：御社でいま力を入れている製品はありますか？ 

塚本：やはりリチウムイオン電池（以下、リチウム電池）で

すね。充電・放電のサイクルが早く、同じ重さの鉛蓄電池に

比べると、高いエネルギーを使うことができます。 

編集部：では同じ容量でもコンパクトになりますね。 

塚本：重さ的には３分の１以下だと思います。スペースも半

分以下になります。価格も検討事例によってはトータルコス

トで2割の差まで近づいてきました。 

編集部：導入も増えているのでは？ 

塚本：私が携わった案件でリチウム電池のメリットを一番に

感じていただいているのは、やはり金融系の事業者様です。

リチウムは寿命が長いので電池の更新回数が減りますが、金

融系の情報データ処理は瞬断が許されないので、更新作業の

数が少ないほうが、リスクも軽減できるのです。それと鉛電

池よりも省スペースで場所を取りませんし、床荷重の問題で

も費用が節約できます。金融系のお客様のバックアップ電源

が鉛ですと、このビル（仙台ファーストタワー）の1フロア

よりも大きな場所を鉛蓄電池で一杯にしなければなりません

(笑) リチウム電池は鉛電池よりも値段が高いのですが、寿

命が長いうえに、軽くて小さいところが省スペースや建物の

強度の面で経費節減にもなるため、今後は鉛電池に取って代

わる可能性もが出てきたと思います。蓄電池はもちろん今も

鉛が主流ですが、市場に合わせて我々も変わっていかなけれ

ばなりません。日々、進化している様々な社会インフラのし

くみに様々なご提案ができるよう、引き続き努力していきた

いと思っています。 

編集部：今日はどうもありがとうございました。 
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ミカド電装商事株式会社 

もう少しで新米の季節がやってきます

が、田んぼでイナゴ捕りをした思い出

がある方も多いと思います。イナゴな

どのバッタ類がジャンプする高さはそ

の体長の数倍から数十倍にもなりま

す。ですがそれは人間や他の動物のよ

驚異的なバッタの跳躍はパッチンガムのしくみ

だけじゃない！トウモロコシ活用法 

★新シリーズ「横からリチウム」です。「便利」「画期的」「危険？」なんとなくわかっているリチウ

ムイオン電池のことを横から失礼してお話させていただきます。 初回である今回のお題はそのものズバ

リ「だからリチウムってなに（怒）！」 いつの間にか市民権を得た謎の金属物体「リチウム」について

その由緒を探っていきたいと思います。 

 ★リチウムは最初軍用だった？ リチウムは1817年にヨアン・オーガスト・アルフェド
ソンが葉長石の分析によって発見しました。葉長石は日本では陶磁器の萬古焼の材料とし

うに、脚を動かしてジャンプしているのではありません。

バッタが飛ぶしくみは、実はいたずらグッズのパッチンガ

ムによく似ています。 

 

バッタは他の昆虫よりも大きくて強靭な後肢足を持ってい

ますが、危険を感じるとここにエネルギーを溜めて筋肉を

緊張させ、瞬時（1ミリ秒）に緩めます。つまりバッタの

跳躍は、バネや弓などと同じように、エネルギーの保存と

瞬間放出によるものなのです。 

バッタの膝関節にはレジリンというゴムのような弾性たん

ぱく質が備わっており、なんとそのエネルギー効率は

97%！これは、もしレジリンで作ったボ－ルを100メ－

トルの高さから落とすと97メ－トルまで弾むということ

 

 

第１回 だからリチウムってなに（怒）！ 

です。私たちが運動する場

合は力の半分が熱として消

費されるため、残りの約

50%しか使いきれていな

いことを考えると、驚きの

数字ですよね。現在、この

効率的なしくみをロボット

の関節に生かせないどう

か、さかんに研究がおこな

われているそうです。 
みやぎ元気まつりに行ってきました。８

月４・５日２日間、宮城野区にある夢メ

ッセで行なわれたイベントなのですがサ

ブタイトルにもあるように「見て・食べ

て・体験して・楽しい！みやぎを盛り上新連載！！ 

 げる」イベントです。芸人さんやアーテ

ィストのステージ有、ワークショップ

有、ラーメンやコロッケ等の飲食コーナ

有とさまざまなコーナーがありました。

中でもナースの制服を着て（子供用）写

真を撮るブースでは子供達の行列が出来

ていました。行列は他にもあり、左官組

合さんの光る泥ダンゴを作るブースや、

畳組合さんの畳コースター作成、プラモ

デル販売会社ではプログラミング体験コ

ーナー等、教育委員会さんが後援してい

るだけあって夏休みの自由研究にピッタ

リのイベントでした。我が家の子供達が

小さいときにもこんなイベントあったの

かな～？と考えながら飲食ブースでラー

メンとコロッケを食べていた佐々木でし

た。（佐々木佳奈） パラフィン油内のリチウム 

白銀色の金属です （Wikipediaより） 

http://www.mikado-d.co.jp/online/ 

お届けした記事はネットでもご覧いただけます。 

「ミカド ONLINE」で検索！！ 

私のおススメは中学生のサ

ッカー観戦です。実は中学

生の息子が3年間サッカー

をやっていまして、この3

年間の土日は夢中で応援に

明け暮れました。ですが、

最終学年の今年は昨年に引

き続き、若林区（仙台市）
の決勝で敗れてしまい、今は少々、サッカーロスの状態です

(笑)写真は決勝のときの競技場の電光掲示板です。中学生の試

合は、決勝戦の時だけここに点数が表示されるんですよ。それ

以外の試合は自分たちが頭の中でカウントするんです。それで

今回は記念に撮影しました。相性がいい区内の常勝校に打ち勝

っての決勝進出だったので、残念な思いが今でも残りますが、

息子には3年間で初めて「よく頑張ったね」と伝えました。 

中学生のサッカーの試合は、プロなどにはとても及びません

が、見ているとなかなか面白いです。学校学校によって育て方

が違ったり、動きがそれぞれに違うんです。息子には「あの子

を見習ってみろ」と助言したこともありました。今まで、ほと

んどの土日を息子のサッカーの応援に費やしてきたので、大会

が終わった今の土日はやることがなくなってしまい、最新の

「おススメ」がすぐに思いつきませんが、まだ卒業してしまっ

たわけではないので、皆さんにはぜひ、中学生のサッカー観戦

をおすすめしたいです。 

その７ 中学生のサッカー観戦 

（営業部 Ｈさん／男性） 

て知られています。リチウムは初め熱に強い特性を活かして、
第二次世界大戦中航空機のエンジン高温グリースの添加剤とし

て使われていました。その為非常に市場は小さく、アメリカ合
衆国の小規模な生産現場でほそぼそと作られていました。 しか
し、米ソ冷戦時代に入ると水素爆弾製造によってその生産量は

劇的に増加します。リチウムが水爆の原料として使われるよう
になったのです。が、やがて冷戦は収束。すると今度は、平和
利用での大きなニーズが。さてそれは？（つづく） 

http://www.mikado-d.co.jp/
http://www.mikado-d.co.jp/cp/
http://www.mikado-d.co.jp/online/

